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加納隆至 (施設長 ･雅)･束 滋 ･
渡退邦夫･足沢貞成1)
本施設の迅雷は上記3教官のほか.印rE]一雄 ･
鈴木 晃によって進められた｡平成2年皮の各ス
テーションの状況は次の通りである｡
1.華氏紋茶所
幸島の群れは昭和23年以来の苅糾されたYf料を
もとに,野外槻察施設の中では独白の位皿を占め
ている｡ところが近年,宮崎日南抑iがリゾート
法の地域指定を受けたことを契桟に,車馬近辺で
もいろいろな観光開発の動きが出てきている｡特
に昨年の冬頃から,一部の渡船光者が車馬のサル
に餌を与え,ひどいときには海中に餌を撒いて,
サルに水泳をさせるということをするようになっ
た｡各方面からの協力を得て,夏には何とかやめ
させることができたが,幸島対岸に舟溜りができ
たこともあって,観光客の数ははるかに多くなっ
ている｡関係各官庁とも連絡をとり,今後の対策
を検討中である｡また串間市内の一部有志を中心
に,宮崎県と串間市の協力を仰いで,幸島自然保
護センターをつくろうという動きも出てきてい
る｡今後,注意深い対応が必要になろう｡
今年 (平成2年)も春から夏にかけて,島が堆
積した砂によって地続きになり,サル番を出す日
が多かった｡秋に台風がきてこの状態は解消され
たが,柑溜りをつくったために車馬との問の突堤
が以前より㍍くなっており,完全には経机した砂
を流しきれないようである｡従って日中に潮の低
くなってきた平成3年3月の時点では,すでにか
なり水深の践いところができており,平成3年度
にもやはりサル番が必要となろう.平成元年3月
の時点での缶内の個休数はマキグループ13頭を含
1)教務補佐員
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